
   第１回検討委員会資料「平成２７年度決算概況について（速報値）」 

  の補足資料 

 

１ 地方交付税等の他都市比較について 

 ＜委員の意見＞ 

  地方交付税収について，京都市は少ないのか。他都市と比較すると，どうな

のか。 

 

 ⑴ 地方交付税は，全ての地方自治体が標準的な行政サービスを提供するこ

とができるよう，地方税収入の不均衡による地方自治体間の財政力格差を

調整するものである。 

 ⑵ 本市は市税収入が少ない分，地方交付税等に多くを依存しており，市民一

人当たりの地方交付税等による収入は，他の指定都市平均の約１．５倍とな

っている。 

 ⑶ しかしながら，平成１６年度からの三位一体改革以降，地方交付税等の総

額が大幅に削減されており，その中でも算定方法の見直しが大都市に厳し

いものとなったことから，本市も含めた指定都市の削減率はその他の市町

村と比べて高くなっている。 

 

 （参考）指定都市の市民一人当たりの地方交付税及び臨時財政対策債の収入額

（平成２７年度決算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  ※ 臨時財政対策債とは，本来なら地方交付税として交付されるべき金額の一部について，地

方交付税として交付するべき財源が不足した場合に，地方交付税の不足を補うための地方自
治体の借金（赤字地方債）をいう。償還費用は全額，国が負担する。 

資料５ 

 



 （参考）地方交付税等の決定額及びその削減状況 

      
平成 15 年度 

決定額 

平成 27 年度 

決定額 
削減額 削減率 

地方交付税＋ 

臨時財政対策債 

発行可能額 

全国総額 23 兆 9,389 億円 21 兆 3,267 億円 △2 兆 6,122 億円 △10.9% 

  市町村分 11 兆 256 億円 10 兆 2,049 億円 △8,207 億円 △ 7.4% 

指定都市総額 1 兆 5,038 億円 1 兆 1,406 億円 △3,632 億円 △24.2% 

  うち，京都市 1,307 億円 894 億円 △413 億円 △31.6% 

  ※ 平成１５年度決定額は，本市の地方交付税等の総額の最高額である。            

 

 

２ 職員数の削減による人件費及び物件費の増減について 

 ＜委員の意見＞ 

  職員を３，０００人削減されたということだが，仕事が減っているわけでは

ないと思う。職員の削減に伴う委託経費等の増加はどのようになっているの

か。 

 

 ⑴ 職員数の削減により，平成２８年度の人件費の総額（職員１３，４６６人

で１，３９５億円）は，平成１９年度（職員１６，４５１人で１，７１３億

円）と比較すると，３１８億円の減となっている。 

 ⑵ その一方で，職員数の削減に伴い，事務の委託化等に必要となる物件費は

増加するものの，毎年度，事業の見直し等で物件費の削減を行っており，一

般会計の平成２８年度の物件費の一般財源総額（２７０億円）は，平成１９

年度（２９５億円）と比較すると，２５億円の減となっているなど，人件費

と物件費の双方を削減し，大きな財政効果を挙げている。 

 

 （参考）平成１９年度～平成２８年度に実施された主な委託化の状況 

項目 委託料等の額 

ごみ収集業務委託化 6.5 億円 

醍醐和光寮民営化 2.3 億円 

保育所民営化 1.6 億円 

税務事務集約化 1.5 億円 

給食調理の委託 1.3 億円 

総務事務効率化 2.4 億円 

地下鉄駅職員業務の委託化 7.4 億円 

水道検針業務の委託化 2.3 億円 

合計 25.3 億円 

  ※ 金額は，職員数の削減に伴う事務の委託化等に係る年間の物件費で，単年度予算ベース。 

 

 

 

これらの項目で職員数を 

約 800 人を削減した。 



３ 市バス及び地下鉄の旅客数と乗車料収入について 

 ＜委員の意見＞ 

  市バス・地下鉄の乗客者数の増加により，収入はどの程度増えているのか。 

 

 ⑴ 市バス及び地下鉄ともに，毎年度，乗客数が増加しており，それと同程

度の割合で，乗車料収入（運賃収入）も増加している。 

 ⑵ ただし，市バス及び地下鉄は公営企業によるものであり，一般会計とは

別会計となっていることから，乗車料収入の増加が直接，一般会計の収入

増となるわけではない。 

 

 （参考）市バス・地下鉄の旅客数と乗車料収入の推移 

  ・ 市バス               （単位 旅客数：千人，収入：百万円） 

 

 

 

 

 

 

  ・ 地下鉄               （単位 旅客数：千人，収入：百万円） 

 

 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

市バスの１日当たり旅客数 314 321 326 341 353 

 対前年度比 － +2.2% +1.6% +4.6% +3.5% 

市バスの乗車料収入 17,618 17,790 17,934 18,641 19,406 

 対前年度比 － +1.4% +0.8% +3.9% +4.1% 

 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

地下鉄の１日当たり旅客数 334 339 348 359 372 

 対前年度比 － +1.5% +2.7% +3.2% +3.6% 

地下鉄の乗車料収入 22,191 22,513 23,044 23,551 24,522 

 対前年度比 － +1.5% +2.4% +2.2% +4.1% 

 


